第11回日本子ども健康科学会・学術集会、久留米大学にて

（2009年12月12・13日）

大会テーマ「リサーチと実践の包括ケア（仮）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会長　津田　彰

プログラム
12月12日（土）
9:00－ 　受付開始（800号館　１F）  
9:50－　開会セレモニー　
大会長挨拶 津田　彰（久留米大学文学部心理学科・教授）
10:00－10:50（800号館　82A ）
基調講演「　子どもの「脳とこころ」の謎を考える
 －脳科学からのアプローチ－　」

司　会　津田　彰先生（久留米大学文学部心理学科・教授）
講演者　松石豊次郎先生（久留米大学医学部小児医学講座・教授）
11:00－11:30 　理事会

11:00－11:50　一般演題発表（ポスター発表）

12:00－13:00　（800号館　82A ）
ランチョンセミナー「子ども健康と睡眠との関係
～よりよい睡眠が子どもの脳・体・心を育てる～」

司　会　大矢幸弘先生（国立成育医療センター第一専門診療部アレルギー科・医長）
講　師　内村直尚先生（久留米大学医学部神経精神医学講座・教授）

　
13:00－13:30　　総会

13:40－15:40（800号館　82A ）
教育講演「くるめサマートリートメント（STP）の実際と効果 

－ＡＤＨＤ児への心理社会的支援 －」

　　　　企　画：山下裕史朗先生（久留米大学医学部小児医学講座・准教授）
向笠章子先生（聖マリア病院心理療法科・臨床心理士）
15:50－17:50（800号館　82A ）
シンポジウム「病気の子どもの心を考える～小児ガンのトータルケア～」


企　画：高橋和子先生（財団法人　がんの子供を守る会・理事）
18:00－20:00　懇親会（彩）

12月13日（日）
9:00－ 　受付開始

9:30－10:20　一般演題発表（ポスター発表）
　　　　　　　
10:30－12:30（81A、81B）
ワークショップⅠ「最早期育児支援の実際　～母親のメンタルストレスから児童虐待発生予防までを視野にいれて～」　
　　　企画：岩元澄子先生（久留米大学文学部心理学科・準教授）
ワークショップⅡ「　気になる子どもへの援助について　」

　　　企画：穴井千鶴先生（久留米大学学生相談室・臨床心理士）
13:00 閉会

　　　閉会挨拶　津田　彰（久留米大学文学部心理学科・教授）

　　　次期大会長挨拶　　
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